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　これから雪の季節となりますが、道東地域の雪は水分が少なく軽いため、暴風雪に警戒が必要です。
　気象警報の発表や気象に関する情報は、中標津町公式フェイスブック、ツイッターでお知らせします。
　テレビやラジオも活用し、気象情報や防災情報の入手に努めましょう。具体的な暴風雪対策は次回
以降の防災ワンポイントで紹介しますが、今回は、新しい取り組みとして中標津町が協力する「中標
津町吹雪発生予測システム」を紹介します。

　このシステムは、（独）防災科学技術研究所雪氷防災研究センターが本
町で研究・試験運用に取り組んでいるもので、吹雪や視界の数時間後の状
況を予測するものです。町では、システムの予測と実際の吹雪が当てはまっ
ているかの検証のほか、システムの検証に使用するライブカメラ設置場所
の提供などに協力しています。市街地と郊外地では天候が異なることも多
く、特に郊外地は市街地に比べ風を遮るものが少ないため、視界不良・吹
きだまりが発生しやすい状況です。その数時間後の状況を予測する技術が
確立すれば、冬の生活に大いに役立つことが期待されます。
　研究開発を目的とした試験運用のため、予測情報を一般に公開すること
はできませんが、眺望景観の状態把握のため郊外地に設置したライブカメ
ラ映像は、試験運用中は下記のホームページから一般公開していますので
ご活用ください。

詳しくは、総務課 防災係まで。

防災ワンポイント 暴風雪に備えて①第20回

じゃがいもずきん
「ききぼう」くん

養老牛　標高約190m
風を遮る場所が少ない、北西（山）
からの風の影響を受けやすい

市街地
標高約30m
郊外地に比べ
風を遮る

誰でも閲覧可能な機能
・ライブカメラ映像（静止画、ライブ動画）　　・気象観測データ　・研究内容について
※カメラ・観測データは、システムの検証のために設置しています。
　屋内設置のカメラであり、道路上の吹きだまり等を直接見ることはできません。

　　　　　　  車で出かけるときに積んでおく物品
・スコップ　・長靴
・防寒具（毛布、非常用アルミシート）
・上着、手袋　・懐中電灯　・地図
・牽引ロープ・携帯トイレ用品

　　　  外出する時に常に持ち歩く物品
・携帯電話、携帯電話充電器（乾電池・充電池タイプ）
・使い捨てカイロ　・飲料水
・携帯食料（飴などのお菓子も可）　・携帯ラジオ
・連絡先メモ

http://yukibousai.bosai.go.jp/nakashibetsu_open/
文部科学省 地域防災対策支援研究プロジェクト

「北海道中標津町を対象とした吹雪発生予測システム活用と効果的な雪氷防災対策への支援」

《自衛官候補生手当》月額125,500円
　※３ヵ月後に２等陸・海・空士に任官
　　《２等陸・海・空士手当》月額159,500円

【試　　験】12月13日㈯　陸上自衛隊釧路・美幌駐屯地
　　　　　 12月14日㈰　陸上自衛隊 帯広駐屯地
【応募資格】 平成27年４月１日現在で18歳以上、27歳

未満の男子
【試験種目】①筆記試験（国語、数学、社会及び作文）
　　　　　 ②口述試験（面接）
　　　　　 ③適性検査及び身体検査

【休　　日】年次休暇のほか、年末年始等の特別休暇等
　　　　　　があり週休２日制です。

【待　　遇】衣食住、宿舎費は無料、食事・制服・作業
　　　　　　服及び寝具類等も支給または貸与されます。

《生徒手当》月額94,900円
期末手当年２回（６月・12月）※平成25年４月１日現在

【受付期間】　11月１日㈯～平成27年1月10日㈯
【応募資格】中卒（見込含）17歳未満の男子
【入　　校】平成27年4月上旬／神奈川県横須賀市御幸浜2-1
【高校教育】生徒課程修了時に高等学校の卒業資格を取得
【衣 食 住】宿舎費は無料で、食事・制服類・寝具につ
　　　　　　いては支給または貸与

平和を仕事にする若い力を求む

詳しくは、自衛隊帯広地方協力本部 中標津地域事務所　❸0153-72-0120 中標津町東1条南1丁目7-1まで。

自衛官候補生（男子）※女子の募集は終了しました 陸上自衛隊 高等工科学校 生徒

試験 試験期日 場　　　所 合格発表

第１次 H27年
１月24日㈯ 中標津経済センター H27年

１月30日㈮

第２次 H27年
２月５日㈭～８日㈰

陸上自衛隊
　　釧路駐屯地

H27年
２月20日㈮

冬道運転の必需品～立ち往生に備えて用意しておく物品

車 内 備 蓄 常時携行品


